
市道三溝線歩道空間整備︓舗装の整備事例（市内）

■駅周辺エリア

■佐嘉神社周辺エリア

■城内周辺エリア

市内事例の全般的な特徴（実態）
 石張舗装，ブロック舗装，タイル舗装など

➡（⻑所）景観上⾒栄えがする仕上げとなっている。
➡（短所）破損した箇所で同等品での補修がなされていない。アスファルト舗装による補修が多い。
➡（短所）乗り⼊れ部等において経年劣化によりガタツキが出ている箇所がある。※ガタツキ等は、⾞いす利⽤者等からの苦情等が多い。

 アスファルト舗装など
➡（⻑所）破損等の箇所で同⼀材料等により補修がなされている。
➡（短所）デザインが単調。石張舗装などに⽐べると景観上⾒劣る感じがする。

景観性重視

維持管理等重視

駅北通り︓ブロック舗装

駅南広場（⻄側）︓タイル舗装

三溝線︓レンガ舗装

旧⻄友東側︓ブロック舗装

６５６広場前︓石張舗装＋カラー舗装

松原神社東側︓石張舗装

⽔ヶ江通り︓タイル舗装

本丸歴史館北側︓プリント舗装県⽴博物館東側︓石張舗装

くすの栄橋︓石張舗装

くすの栄橋北側︓プリント舗装

松原川北側︓石張舗装
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